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(54)【発明の名称】 色シーケンシャル液晶ディスプレイの色純度の増加

(57)【要約】
色シーケンシャルＬＣＤ画像表示装置は、各々が複数の
色を順次に表示するピクセル化された表示素子のアレイ
の制御を介して動作する。特に、補償動作は、当該素子
に関する直前の色の結果としての斯様な素子の非瞬時的
応答による後の色に関する色不純度に対して、上記直前
の色と上記後の色との両方に関連した合成色信号の制御
の下で実行される。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  ピクセル化された表示素子のアレイを制御して各素子におい

て複数の色を順に表示することにより色シーケンシャルＬＣＤ画像表示装置を動

作するための方法であって、

  前記表示素子における直前の色の結果としての当該表示素子の非瞬間的な応答

による後の色に対する色不純度の補償動作を、該直前の色と該後の色との双方の

色に関連する結合される色信号の制御により実行することを特徴とする方法。

    【請求項２】  ピクセル化された表示素子のアレイを介して色シーケンシャ

ルＬＣＤ画像を生成するための表示装置であって、

  前記表示素子各々が、複数の色を順に表示するために配されており、

  前記表示素子における直前の色の結果としての当該表示素子の非瞬間的な応答

による後の色に対する色不純度の補償動作を、該直前の色と該後の色との双方の

色に関連する結合される一次色信号から２次制御信号を生成することにより実行

する補償手段を有することを特徴とする表示装置。

    【請求項３】  前記補償手段が、或るフレーム内の第１の色に対し、同じフ

レーム内の別の後続する色信号に基づいて動作することを特徴とする請求項２に

記載の表示装置。

    【請求項４】  前記表示素子が、関連するピクセル素子に関する全ての色を

表示するために動作することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    【発明の属する技術分野】

  本発明は、ピクセル化された表示素子を複数の色を順に表示するように制御し

、その際に２つの連続する色に対する制御信号を非瞬間的応答による不純度に抗

するように合成することによって色シーケンシャルＬＣＤ表示を発生する方法及

び装置に関する。

      【０００２】

    【従来の技術】

  本発明は、請求項１のプレアンブルに記載されたようなシステムに関する。色

シーケンシャル画像システムでは、特定の画素に関して赤、青、緑及び多分白（

他の色の組合せも同様に用いられる）の画像を時間的に連続して生成するために

、一般に単一の画像素子を用いている。この画像素子又はその制御機構が一般的

に緩和効果を持つと、色画像どうしが互いに影響を与える。原理的に、電子的な

前補正システムを用いて斯かる効果を緩和することができるが、このシステムは

付加的な画像メモリ又はより広い帯域幅を必要とする。

      【０００３】

    【発明が解決しようとする課題】

  故に、とりわけ、本発明は、付加的な高価なハードウェアを必要とせずに、少

なくとも部分的に斯かる補償を成し遂げることを目的とする。

      【０００４】

    【課題を解決するための手段】

  本発明者は、原理的に、種々の色は、画像を生成する或る段階でパラレルに供

給されるということを認識した。

      【０００５】

  従って、その態様の一つによれば、本発明は、請求項１の特徴部分によって特

徴付けられる。一般的に、別々の各色に対して特定の画素が色画像を生成するた

めにパラレルに用いられるべき特定の画像素子を必要とするシステムと比較して

、色シーケンシャルシステムは低コストである。しかしながら、今日最も普及し
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ている素子、すなわちＬＣＤは、それに供給される制御信号に対する反応が比較

的遅い。色シーケンシャルアプリケーションでは、斯かる緩和は、同じ画素にお

いて最初の色で表示された情報が他の次に続く色に“もれる（bleed）”かもし

れないということを意味する。もし、例えば、順序が赤－緑－青－赤－etcの場

合、緑の画像に含まれる情報は直前の赤の画像の影響を受けることがある。この

影響は画像素子に供給される信号を電気的に前補正することにより緩和すること

ができる。しかしながら、この緩和を行うためには、前補正システムが直前のマ

ルチカラー画像にアクセスしなければならない。標準ＲＧＢ画像を色シーケンシ

ャル信号に変換するためには、画像メモリが必要となる。色補正のために当該情

報に引き続きアクセスするには、画像メモリの帯域幅を２倍にする必要があり、

コストの増加を伴う。これとは反対に、本発明によれば、ＲＧＢから色シーケン

シャル信号に変換される前の時点で、前補正が実行される。斯かる早い時点にお

いて、種々の色制御信号は同時に利用可能であろう。ＲＧＢシーケンスに対する

最適な解決策は、赤信号に基づいた緑信号の前補正、及び緑信号に基づいた青信

号の前補正である。前フレームからの青信号に基づいて赤信号を前補正するには

、この青色画像が前フレーム時において画像素子に送られる最新の画像であった

ため、１つの色に対して画像メモリが必要となる。

      【０００６】

  もし、現画像における最初の色制御信号にも補正機構を適用する場合、前フレ

ームの青信号を用いるのではなく、むしろ現フレーム又は画像の青信号を用いれ

ば、付加的な画像メモリの使用が不要となる。静止画像に対しては、この補正機

構は完全な補正を行うであろう。しかしながら、非静止画像では、ある動きによ

り誘起される色アーチファクトが生じるかもしれない。これらの僅かな効果が、

或る色から別の色への漏れを引き起こすだろう。飽和色の青色の物体がほぼ黒の

領域に渡って動くときに最悪の事態が生じる。この場合、前補正はわずかに誤っ

た結果となるだろう。しかしながら、或るユーザ試験によれば、とりわけ、人間

の目／脳の組合せは多くの時間的な変化に対してそれほど敏感ではない傾向があ

るため、結果として生じる影響は一般的に看過されるということがわかった。

      【０００７】
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  本発明は、請求項１に記載された方法を実行するように構成された装置にも関

する。更に、本発明の有利な態様は従属項に記載されている。

      【０００８】

  これら及び他の態様並びに本発明の利点は、以下の好ましい実施例の開示を参

照ながら、とりわけ以下に示す添付された図を参照しながらより詳細に説明され

るだろう。

      【０００９】

    【発明の実施の形態】

  図１は、フルカラーのフレームを生成するための一連の単一カラーフレームを

示す。左側に、青－緑－赤－青－緑－赤の単一カラーフレームの一例のシーケン

ス２０が示されている。これらの単一カラーフレームのうちの３枚の青－緑－赤

のフレームが結合してマルチカラーＲＧＢの各フレーム２２，２４となる。画像

の輝度を上げるため、時にはカラーパレットが或る程度狭くなることを犠牲にし

て、付加的に白のフレームを用いることができる。１色のフレームの順序は異な

っていてもよいが、通常は時間的に同一の順序である。表示素子に色を表示する

ときの物理的な特性は標準的な技術であり、更なる考察は行わない。

      【００１０】

  図２は、種々の色信号の時系列編成を示す。この図では、各信号は関連するＢ

ＧＲ表示で示されているように一様な持続時間を有しているが、これに限定され

るものではない。一般的に、色期間が長くなるとその色は濃くなる。図３は、色

補償の実行による特性を示す。例として、各々の色の所期の濃さが線で示されて

おり、説明にあたって、制御信号の振幅は関連する色の濃さに一般的に比例する

と仮定する。図２は、一種のローパスフィルタを実際表す緩和の効果を示してお

り、色信号の最初の部分は直前の信号の振幅方向に変位している。緩和効果の強

さ及び時定数は、実際の表示素子技術、及び連続する制御信号間の段差の方向及

び大きさに依存する。図３は破線で示されているような適用可能な制御信号の補

正も示す。青信号は幾分減衰し、赤信号はやや増大する。緑信号に対して必要な

負の制御信号は実際には実現できないが、この制限により生じる不正確さは一般

的に極めて小さいことに注意されたい。図２，３は、特定の混色の一例を表して
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いるに過ぎないことに注意されたい。

      【００１１】

  赤信号の補正は先行する直前の緑信号により制御され、結果として得られる制

御信号は２つの直接連続する色の結合制御信号により支配される。同様に、緑信

号の補正は直前の青信号により制御される。必要な制御信号のサイズは、表示装

置の特別の技術により十分に決定されるため、ここではこれ以上考察しない。し

かしながら、青信号を直前の赤信号で補正するということは、先行する画像の赤

信号（最後の信号）を用いることを意味し、このようにして効果的に補正しよう

とすると、２つのアクセスが必要であるため、画像バッファ又は実際に使用され

る帯域幅を広げる必要がある。簡素化及びコスト削減のため、本発明では、同一

の画像の後続する赤信号をレファレンスとして用いることを可能としている。静

止画又は低速動画に対し、この２つの方法の違いはほとんど目に見えない。高速

動画又は撮影中のジャンプなどに対してのみ、短時間の外乱があるだろう。人間

の目の知覚特性のため、斯かる外乱は一般的にわずかに視認されるだけである。

      【００１２】

  図４は本発明に係る補償を実行するためのハードウェア構成を示す。青信号、

緑信号及び赤信号は、受け取った合成色信号からパラレルに得られるため、入力

端４０，４２，４４は青信号、緑信号及び赤信号各々をパラレルに受け取る。簡

単のため、斯かる色デコーダＤＥＣは、入力端３９で合成色信号を受け取る単一

ブロックで表されている。青信号は、図２，３の時系列編成において青信号より

遅く発生する緑信号を補正するための補正素子４８に入力される。緑信号は、図

２，３の時系列編成において緑信号より遅く発生する赤信号を補正するための補

正素子４６に入力される。最後に、赤信号は、図２，３の時系列編成においては

本フレーム編成において早く発生する青信号を補正するための補正素子５０に入

力される。補正量は、色ルックアップテーブルＣＬＵＴ、式に基づいた計算機構

、又は他の手段等の、色制御信号を生成するために用いられている種々の如何な

る機構によっても制御することができる。簡略のため、ブロック４６，４８，５

０における減衰、計算及び増幅動作各々の電子的実現は、当業者にとっては単純

なことであるため省略する。出力端５２－５６は、画素を着色するための実機構
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５７に結合されている。この機構は、速くはないが画素の色の連続的な表示に同

期した読出しのみが必要な画像メモリを含んでいてもよい。簡略のため、図に詳

細は示していない。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  フルカラーフレームを生成するための単一カラーフレームのシーケンスを示す

。

    【図２】

  種々の色信号の時系列編成を示す。

    【図３】  

  色補償の実行による特性を示す。

    【図４】

  斯かる補正を実行するためのハードウェア構成を示す。

    【符号の説明】

  ２０  シーケンス

  ２２，２４  マルチカラーのＲＧＢフレーム

  ４０，４２，４４  入力端

  ４６，４８，５０  補正素子

  ５２，５４，５６  出力端

  ５７  実機構
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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